
島根水技セ研報５,　53～ 65頁（2013年３月）

資料

中海における小型定置網で漁獲された魚介類の出現特性

道根　淳1・三浦常廣2・佐々木　正3

Characteristics in occurrence of fish and crustacean collected with
set net in Lake Nakaumi, estuarine inland-sea, western Japan

Atsushi MICHINE, Tsunehiro MIURA and Tadashi SASAKI

キーワード：中海，種組成，季節変化，種多様性

はじめに

中海は，島根県と鳥取県の県境に位置し，面積で

は全国第5位の大きさを有する汽水湖であり，東側

は境水道により日本海と西側は大橋川により宍道湖

と繋がっている．

中海は1963年から開始された中海干拓・淡水化

事業により，各所に堤防や水門が建設され，干拓地

が造成されてきた．特に本庄水域（図1）では，全

体を干拓して農地利用するため堤防建設が進み，大

海崎および森山堤防により半閉鎖的な水域となっ

た．しかし，その後，淡水化反対運動が活発化し，

本庄水域の干拓は先送りされ，さらに社会的情勢

の変化により，2002年には干拓中止が決定された．

事業中止を受けて，2005 年以降，中浦水門の撤去

（2005-2009）や西部承水路の撤去（2007-2009）な
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図1．調査水域および調査点．

　　 が小型定置網の調査点を示す
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どが行われてきた．そして，本庄水域においては

2009 年 5月に森山堤防の一部が開削され，長年に

渡って半閉鎖的水域であった本庄水域に外洋水が直

接流入することとなった． 

かつて，中海には魚類，甲殻類等の多くの種類が

生息し，生物生産性の高い水域であったことが知ら

れている 1）が，1990年頃を境に生物群集相の変化，

また生産量も減少傾向を示すようになった2）．一方，

中海のような汽水域は一次生産速度が大きく，生産

者と消費者を巡る循環が活発に行われており，一

次生産量とともに漁獲量も他の水域より高く 3,4,5)，

また，多くの魚種の餌場，成育場として機能してい

る 5）．このように生産性の高い汽水域では，過去の

報告 1,6-21) からも多くの魚介類の出現が確認されて

おり，生活の場として利用していることが伺える．

本研究では本庄水域ならびに中海南岸に設置さ

れた小型定置網における漁獲物の種組成・出現数に

基づいて，最近年の中海における魚介類の出現動向

について報告する．

材料と方法

本研究では，本庄水域内の調査点（以下，本庄と

する）と中海南岸に位置する東出雲の2調査点（以

下，東出雲とする）に設置（図1の格子模様三角で

示された位置）された桝網と呼ばれる小型定置網で

の漁獲物を試料に用いた．なお，本庄では調査期間

中に西部承水路の撤去工事が行なわれたため，撤去

工事前には4調査点を，撤去工事後は5調査点を対

象とした．調査に用いた小型定置網は，道網部の長

さが40ｍ，袋網の目合は14～ 24節（22～ 13㎜）

である．

試料は，2006 年 4月から 2012 年 3月にかけて，

各所に設置された小型定置網で漁獲された全漁獲物

を原則月１回購入した（表1）．購入した漁獲物は，

氷蔵して持ち帰った後，種の同定を行い，種ごとに

計数し，大きさ，重量を計測した．但し，漁獲量の

多かった種類については，重量による引き延ばしに

より漁獲尾数を算出した．また，ミズクラゲの影響

や漁模様により小型定置網の設置数が異なったた

め，1網当たりの漁獲尾数を月ごとに求め，その合

計値を年度別出現尾数として取り扱った．

さらに，Shannon-Wienerの多様度指数H’22) を下

式で求め,過去の知見との比較を行なった．

   

S は群集中の種数，pi は群集中の全種の個体数の

うちで種 i が占める割合

なお，ここで用いた和名，学名については，魚

類は中坊 23)，甲殻類は三宅 24)，頭足類は奥谷 25）に

従った．スズキ類については，期間途中よりスズキ

とヒラスズキに分類するようになったため，季節変

化等の検討にはスズキ類として扱った．さらに魚類

の生活史型は，石飛ら 6) の区分に従い，未記載種

については日本シジミ研究所 26) を参考にし，淡水

魚・通し回遊魚・汽水魚・海産魚に区分した．

結果と考察

出現種の概要　本調査で確認された魚介類の出

現リストを表2に示した．中海全体（本庄と東出雲

の計）では，魚類が 15目 42科 82種（5種の未同

定種も含む），甲殻類が1目 7科 18種（2種の未同

定種も含む），頭足類が 1目 1科 2種確認され，分

類群別の種数は，ハゼ科が 18種と最も多く，次い

でフグ科が 5種であった．両調査点での共通種は，

魚類が 54種，甲殻類が 9種であった．また，どち

らか一方の調査点でしか確認されなかった種は，魚

類が28種，甲殻類が9種，頭足類が2種であった．

調査点別に見ると，本庄では魚類が 14目 37科

69種（4種の未同定種も含む），甲殻類（2種の未

表1. 年度別月別調査日一覧
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表2-1. 小型定置網で漁獲された魚介類の1定置網当たり出現尾数の経年変化（本庄）
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表2-2．小型定置網で漁獲された魚介類の1定置網当たり出現尾数の経年変化（東出雲）
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同定種も含む）が 1目 7科 13種，頭足類が 1目 1

科 2種確認された．分類群別の種数は，ハゼ科が

15種と最も多く，次いでフグ科の 5種，ニシン科

の 4種であった．また，生活史型別では，淡水魚

が 2種（出現割合：3％，以下数値のみ表記する），

通し回遊魚が 5種（8％），汽水魚が 17種（25％），

海産魚が 43種（64％）であり ,海産魚の出現が最

も多かった．一方，東出雲では魚類（3種の未同定

種も含む）が 15目 36科 67種，甲殻類（1種の未

同定種も含む）が 1目 7科 15種確認された．分類

群別の種数は，ハゼ科が 16種と最も多く，次いで

ニシン科，フグ科の4種，ボラ科，タイ科，アジ科

の 3種であった．生活史型別では，淡水魚が 3種

（5％），通し回遊魚が 8種（12％），汽水魚が 20種

（30％），海産魚が 35種（53％）であり ,本庄に比

べて海産魚の出現が少なく，汽水魚が多く見られた．

今回の調査において，中海全体では魚類が82種（5

種の未同定種も含む），甲殻類が 18種（2種の未同

定種も含む），頭足類が2種確認された．宮地 1）は，

本庄水域に各堤防が建設される前の1960年代に調

査を実施し，魚類 103種，大型甲殻類 44種，頭足

類 10種を報告している．その後，1980 年代から

2000年代にかけて，主に小型定置網での漁獲物か

ら出現種を調査したものが複数報告されており，こ

れらの知見を整理すると 1980年代には魚類 72種，

1990 年代には魚類 100 種，2000 年代には魚類 77

種が確認されている 7-21)．また，本調査で確認され

た魚類と 1960 年代ならびに 1990 年代以降に確認

された種類を比較した場合，1960年代との比較で

は 49種が，1990 年代以降との比較では 68種が共

通しており，淡水魚，汽水魚，海産魚の多くが含

まれた．一方，本調査で確認されなかった魚類は，

1960 年代との比較では 50種，1990 年代以降との

比較では 40種あり，その多くが外洋性海産魚で占

められた．また，過去には報告がなく，今回の調査

で初めて確認された魚類は7種あり，そのほとんど

が海産魚であった．

中海で確認される魚類は淡水魚，汽水魚，海産

魚と様々な種があり，種類数の多寡は海産魚の出現

に大きく影響された．越川 8）は，魚類相が大きく

変化した原因として，堤防構築による湖流の変化を

挙げている．当水域の生息環境は，古くは境水道堤

防延長に始まり，中海干拓・淡水化事業に伴う本庄

水域での堤防構築，弓浜半島の埋め立てや干拓地造

成により浅場の喪失，それらに起因する潮流の変化

で，境水道からの海産魚の出入りに少なからず影響

があったと考えられた．

種組成の経年変化　中海全体で確認された魚介

類は 48～ 56 種であり，本庄では 43～ 49 種，東

出雲では 34～ 49種であった（表 2）．出現尾数の

多かった上位5種は年度により異なり，本庄ではマ

イワシ，サッパ，コノシロ，カタクチイワシ，ゴン

ズイ，アユ，スズキ類，マアジ，ヒイラギ，マハゼ

の 10種が，東出雲ではサッパ，コノシロ，カタク

チイワシ，ゴンズイ，アユ，シラウオ，スズキ類，

マアジ，ヒイラギ，ウキゴリ，ビリンゴ，マハゼ，

ヨシエビ，モクズガニの14種が該当した．そのうち，

図2. 魚類における生活史型別出現種数の経年変化

図3．魚類における生活史型別1網当たり漁獲尾数に

よる出現割合の経年変化
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毎年上位5種に含まれたものはサッパ（両調査点），

スズキ類（東出雲のみ）の2種のみであった．

魚類の生活史型をもとにした出現種数の経年変

化を図 2に示した．本庄では，2006，2007 年度に

は海産魚が半数を占めていたが，その後，海産魚

の占める割合が増加し，2010，2011年度には 67～

70％と高まった．汽水魚は 2006 ～ 2008 年度には

30％台であったが，2009年度以降，出現割合は減

少し，20％台で推移した．また，淡水魚は2～ 6％，

通し回遊魚は 5～ 14％であった．一方，東出雲で

は，海産魚は約半数を占め，次いで汽水魚が 25～

36％，通し回遊魚が 6～ 14％，淡水魚は 3～ 9％

であった．東出雲では，本庄のような経年変化は見

られず，出現割合は比較的安定していた．

次に，上述と同様に生活史型をもとに 1網当た

り漁獲尾数による出現動向を見た（図3）．本庄では，

2006,2007年度は汽水魚の占める割合が82～ 92％

と高かった．ところが 2008年度に組成は大きく変

化し，汽水魚の割合は減少，海産魚の割合が急激に

増加した．2009年度以降，海産魚の割合は減少し，

2010，2011 年度には 47～ 49％となったが，汽水

魚の割合は46～ 52％と回復した．東出雲では，本

庄と同様に 2006,2007 年度は汽水魚の占める割合

が62～ 83％と高く，海産魚は12～ 15％であった．

ところが，2008年度以降は海産魚の占める割合（29

～ 49％）が増加，汽水魚の割合（39～ 62％）が減

少し，それ以前の組成に比べて変化が見られた．

調査期間中に漁獲の多かった上位 5種の出現割

合を図 4に示した．上位 5種の占める割合は，本

庄が 57～ 94％，東出雲が 41～ 77％であった．本

庄では，2009,2010 年度を除き，上位 5種の出現

割合が8割以上を占めた．2006～ 2008年度はサッ

パ，ヒイラギといった全体の半分以上を占めるよう

な卓越種が見られたが，2009 年度以降，卓越種は

見られず，サッパ，カタクチイワシで全体の4～ 5

割を占めた．一方，東出雲では上位5種の出現割合

は，2006～ 2007年度は 7割以上であったが，2008

年度以降はその割合が低くなり，4～ 6割に低下し

た．2007 年度を除き，全体の半分以上を占めるよ

うな卓越種は見られず，2～ 3種で全体の4～ 6割

を占めた．

汽水魚における 1網当たり漁獲尾数の出現割合

と上位5種のうち汽水魚（サッパ，スズキ類，マハ

ゼおよびビリンゴ）の出現割合を比較したところ，

本庄ではこの二つの出現割合は近似値を示し，サッ

パ，スズキ類，マハゼが本庄における汽水魚の代表

種であることがうかがえた．一方，東出雲では二つ

の出現割合は 2006 年から 2008 年は近似値を示し

たが，2009年以降は差が見られ，サッパ，スズキ類，

ビリンゴ以外の汽水魚が出現し，それまでの動向に

変化が見られた．

種組成の季節変化　各調査点における出現種数

の経月変化を図 5に示した．本庄では 5月から 7

図4．各調査点における漁獲上位5種の出現割合の経

年変化

図5．各調査点における出現種数の経月変化．□は2006～

2011年度の平均値，縦棒は最大値と最小値を示す
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月にかけて出現種数は急激に増大し，7月には最高

に達する．その後，10月にかけて緩やかに，そし

て 12月にかけて大きく減少し，1月から 3月は横

ばいで推移した．一方，東出雲においても4月から

7月にかけて出現種数は増大し，7月に最高に達す

る．最高値を示した後，8月には減少し，その後横

ばい，さらに11月に減少し，12月から 3月にかけ

て横ばいで推移した．

つまり，中海では調査点が異なっても 7月を中

心とした夏季に多くの種類が出現し，冬季には少

なくなる傾向が見られた．また，春季から夏季の

出現種の増大は両調査点でほぼ同じ種が増加し，

秋季には両調査点で異なる種が出現したことが確

認された．

次に，四半期ごとに 1網当たり漁獲尾数の平均

値を求め，その季節変化を見た（図6）．1網当たり

漁獲尾数の季節変化は，本庄では夏季，もしくは秋

季に多く，冬季，春季には少なくなる傾向が見られ

た．また，2006～ 2008年度には夏季，もしくは秋

季に急激に増加する顕著な変化があったが，2009

年度以降，そのような大きな変化は見られなかった．

東出雲では，冬季には少なく，概ね春季から秋季に

かけて増加する傾向が見られた．

さらに，両調査点で毎年出現が確認され，出現数

の多かったサッパ，スズキ類，マアジ，カタクチイ

ワシ，ヒイラギ，アユ，コノシロ，マハゼ，ヨシエビ，

モクズガニの主要10種の季節変化を図7に示した．

一年を通して確認されたのはスズキ類，マハゼで

あるが，出現時期には季節変化があり，スズキ類は

6月から 8月に大きな出現ピークと秋季の小さな出

現ピークが見られ，マハゼは 6月から 7月と 12月

から2月に出現ピークが見られた．出現する季節が

限定的な種は，アユ（3～ 5月），マアジ（6～ 8月），

サッパ（9月）の 3種であり，ヨシエビは6～ 7月

と 10月の年二回の出現ピークが見られた．このほ

か，ヒイラギ，カタクチイワシ，モクズガニ，コノ

シロは調査点により出現ピークに違いが見られ，ヒ

イラギ，モクズガニは本庄では年一回であったが，

東出雲では年二回の出現ピークが見られた．一方，

カタクチイワシとコノシロの出現ピークは，本庄で

は年二回であったが，東出雲では年一回であった．

このように，種により出現パターンは異なり，年一

回もしくは年二回の出現ピークを持つもの，また水

域により出現パターンが異なるものが見られた．

種多様性の変化　本庄と東出雲の多様度指数H’

の季節変化を図8に示した．本庄では,多様度指数

H’は 0.88～ 3.17の範囲で変動した．調査期間を

通じて季節変化が大きく,概ね秋季・冬季に低く,

春季・夏季に高くなる傾向が見られた．季節変化が

大きくなる要因としては，秋季・冬季には出現する

魚介類の種類数が少なく，出現種が単一魚種（マハ

ゼ等）に偏り，また，春季・夏季には出現する種類

数が多種に亘り,種ごとに一定の出現量があるため

と考えられた．

一方，東出雲では，多様度指数H’は1.08～ 2.92

の範囲で変動した．2006 ～ 2008 年度には，冬季，

春季に高く，夏季もしくは秋季に低くなる傾向が見

られたが , 2009 年度以降は春季に高く ,その後 ,

冬季にかけて低くなる傾向が見られた．また,季節

変化も 2006 ～ 2008 年度には変動幅が大きかった

が，2009 年度以降は変動幅が小さくなった．そこ

図6．各調査点における1網当たり漁獲尾数の季節変

化．棒グラフは各季節の漁獲尾数の平均値，縦棒

は標準偏差を示す

図8．各調査点における多様度指数の季節変化
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図7．各調査点における主要10種の出現数の季節変化．

         □は2006～2011年度の平均出現数，縦棒は最大値と最小値を示す
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で平塚ら 12）の結果をもとに，1990年代における本

庄の Shannon-Wiener の多様度指数H’を求め，比

較を行なった．

1990年代の多様度指数H’は，0.38～ 2.56の範

囲で変動し,春季から夏季にかけて高くなり,夏季

に最高値となったのち,秋季～冬季にかけて低くな

る傾向が見られた． 

今回の調査結果と 1990年代を比較すると，多様

度指数H’の数値の大小はあるが,種の豊富さと種

組成の均等さの尺度である多様度指数の季節変化に

違いが見られなかったことから,本庄水域において

は 1990年代とほぼ同様な出現動向にあることが推

察された．

次に地区別年度別の相対優占度曲線を図 9に示

した．この曲線は種の豊富さと種組成の均等さを示

すものであり，曲線が右に伸びているほど種の豊富

さが大きいことを意味し，また傾きがなだらかなほ

ど種組成が均等であることを意味する 6)．

本庄では，種の豊富さでは大きな違いは見られ

なかったが ,種の均等さでは 2007，2008 年度と

2010，2011年度で変化が見られた．

一方，東出雲では2010年度を除いて種の豊富さ,

種組成の均等さともにほぼ類似した傾向を示し,大

きな変化は見られなかった．本庄に比べ，全体的に

各年度の差が見られないことから，種の豊富さ，種

組成の均等さは比較的安定していると推測された．

終わりに

中海干拓・淡水化事業中止を受け，中浦水門の撤

去，森山堤防の開削，西部承水路の撤去などが行わ

れ，ここ数年で中海の生物環境は大きく変化すると

考えられる．今回，中海における魚介類の出現動向

を継続的に追跡したが，2008年頃から魚介類の出

現動向に少しずつ変化が見え始めている．但し,月

一度の定点調査であり，中海全体の魚介類の動態を

正確に把握できたとは言い難い．また，小型定置網

の漁獲物がどの程度，調査水域の魚類相を的確に反

映しているかという問題も残されている 11）．

物理的な環境変化の影響は，長い時間をかけて生

物生息環境に影響が出てくると考えられる．影響を

検討するうえで，調査頻度，対象漁業の拡充，調査

地点など検討しなければならない課題は多いが，モ

ニタリング調査を継続的に実施することにより，中

海の漁場的価値を検討するための資料の蓄積が可能

になると思われる．
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